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インターネットと医学情報

話題のインターネット

今年に入り大きな災害や事件が続いた中で、

インターネットは昨年来からマスコミにも絶

えず注目され、「いま、話題の」がすっかり

枕詞となった感がある。例えば、災害情報に

しろ行政や企業の情報提供にしろ反核運動に

しろ喫茶店 にしろ、インターネットを利用す

るだけでニ ュースとして扱われる。また、新

聞紙上で も新たな情報メディアとしての注目

からか、 ３面にわたり特集記事が組まれたり

もする。１） 医学情報の分野で もＭＥＤＬＩＮＥで

”Ｉｎｔｅｒｎｅｔ”をキーワードに発表年ごとの文

献数を見ると、過去３年間に急増しているこ

とがわかる。今年から来年にかけさらに増え

るだろう。（図１ 参照）
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図１．”Ｉｎｔｅｒｎｅｔ”に関する発表年ごとの文献数：ＫＲＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ＯｎＤｉｓｃ による、１９９５年は６月配布分までの収録件数。

こ だ な か て つ や ：国 立 京 都 病 院 図 書 室

小田中 徹 也

日本の医学分野においても昨年、雑誌「医

学のあゆみ」にインターネット関連の記事が

１３回にわたり連載され、先進的な現況が紹介

された。２） 医学情報の分野においては、雑

誌「医学図書館」誌上でこれまでにも幾つか

の紹介があった。それらは豊かな可能性を示

唆するものの、現在の病院図書室にはなじみ

にくいＵＮＩＸベースのシステム紹介が多い中で、

パソコンによるインターネットへの接続例が

興味をひいた ３）

インターネットが医学関係の図書館に及ぼ

す影響は、米国でもかなり注目され、図書館

の情報資源としての重要性と図書館員が果た

す新たな役割について大胆な提言が出されて

いる。４） ここでは、ネットワーク・コン

ピューティングと医学の専門家との橋渡しあ

るいはサポーターとしての図書館員の新しい

役割を強調している。そのためには図書館に

おけるネットワークのインフラ整備と、新し

いコンピュータ・スキルの修得など新たな図

書館員教育の必要性を提唱している。

こうした現状の中で、本稿では私自身の限

られた経験をもとに、医学関連分野を中心に

インターネットの世界を紹介したい。いまや、

パソコンとモデムと小さなソフトウェアがあ

れば、私のような素人でも簡単に世界のネッ

トワークに参加でき、情報を得たり意見を交

換することができる。インターネットへの接

続には幾つかの形態があるが、私の例が病院

図書室にインターネットを導入する際の参考

になれば幸いである。
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インターネットの歴史と機能

（１）歴史

インタータネットは１９９５年５月の時点で、

世界１５７力国約５００万のホストコンピュータが

接続され、約５，０００万人のユーザーが利用し

ているといわれている。この数は日々に増加

し続け、西暦２，０００年には世界で２～３億人

のインターネット人口に達するだろうと推定

されている。

インターネットの生い立ちは１９６９年に核戦

争に備えてＤＡＲＰＡ（米国国防総省高等研究機

関）が始めたＡＲＰＡＮＥＴから出発した。その後

１９７０年代から８０年代にかけ大学や研究機関の

独自のネットがＡＲＰＡＮＥＴを中心に繋がって

いった。そして、１９８０年代半ばになるとＮＳＦ

（Ｎａｔｉｏｎａｌ ＳｃｉｅｎｃｅＦｏｕｎｄａｔｉｏｎ：全米科学財

団）が参加して学術研究用のＮＳＦＮＥＴが登場し、

全米の学術研究機関がネットワーク化された。

１９９０年に商用サービスが米国を中心に参入する

と同時に、ＣＩＸ（ＣｏｍｍｅｒｃｉａｌＩｎｔｅｒｎｅｔｅｘｃｈａｎｇｅ）

やＦＩＸ（ＦｅｄｅｒａｌＩｎｔｅｒｎｅｔｅｘｃｈａｎｇｅ）などの基

幹ネットが整備されＡＲＰＡＮＥＴは終結した。更

に、１９９３年にゴア副大統領が情報スーパーハ

イウェイ構想を国家プロジェクトとして提唱

したことで、成長に拍車がかかった。

日本では、１９８８年に慶応大学藤沢校を中心

に始まったＴＣＰ／ＩＰによるＷＩＤＥプロジェクトが

インターネットの発展に大きな役割を果たし

たとされている。その後、それまでの学術研

究用に限定されていた状態から、１９９４年初頭

に商業プロバイダーが参入して、個人向の

サービスを開始すると加速的な成長を遂げ、

今日に至っている。

（２）機能

インターネットでできることは、すべてが

一度に実現化したものではなく、次々に追加

された機能である。現在、個人あるいは組織

のコンピュータがインターネットに接続され

れば、次のような機能が世界的規模で実現で

きる。

Ｅ－ｍａｉＩ： ネットワークの壁を越え、世界中の

人々と電子メールの交換。

ＮｅｔＮｅｗｓ： 共通の話題をベースに情報や意見

の交換、個人対不特定多数とのコミニュケー

ション。

ＦＴＰ： ソフトウェアやドキュメントを世界中

のコンピュータから取得や転送。

Ｇｏｐｈｅｒ／ＷＡＩＳ／Ａｒｃｈｉｅ：プログラムやドキュメ

ント・ファイルを世界中のサーバーから探し

出す。すなわち、ファイルやドキュメントの

目次（Ｇｏｐｈｅｒ）、索引（ＷＡＩＳ）、検索（Ａｒｃｈｉｅ）の

諸機能。

Ｔｅｌｎｅｔ： 遠隔地のコンピュータに自分のコン

ピュータから操作（リモートログイン）。

ｗｗｗ： 文字だけでなく画像や音、動画などの

いわゆるマルチメディア情報の閲覧・発信。

ＩＲＣ／ＣＵ－ＳｅｅＭｅ： 双方向対話とリアルタイムの

動画像通信、これは今後の普及が注目される

機能。

（３）ＷＷＷ（Ｗｏｒｉｄ－Ｗｉｄｅ Ｗｅｂ）

これらのうち、インターネットを最も華々

しくしているのは１９８９年にＣＥＲＮ（ヨーロッパ

素粒子物理学研究所）が開発したｗｗｗと呼ばれ

るハイパーテキスト形式の情報提供であろう。

１９９３年夏に米国イリノイ大学ＮＣＳＡ（Ｎａｔｉｏｎａｌ

ＣｅｎｔｅｒｆｏｒＳｕｐｅｒｃｏｍｐｕｔｉｎｇＡｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ）

が発表したｗｗｗクライアント・ソフトのＮＣＳＡ

Ｍｏｓａｉｃが加速に火をつけ、昨１９９４年はＭｏｓａｉｃ

の年とも呼ばれた。グラフィカルで見栄えが

よく親しみやすいインターフェイス上で、マ

ウスをクリックするだけで世界中のサーバー

にアクセスでき、水平分散型のインターネッ

トの特質をいかんなく発揮した。

このＭｏｓａｉｃを開発したＭａｒｃＡｎｄｅｒｓｅｎ氏ら

が、１９９４年春にＮｅｔｓｃａｐｅＣｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ社を

設立し同年１１月に発表したＮｅｔｓｃａｐｅＮａｖｉｇａｔｏｒ

は高速、多機能で圧倒的な支持を得た。バー

ジョンは現在１．ＩＮで、ｗｗｗ利用者の約８割が

これを使っているものと推定されている。

Ｎｅｔｓｃａｐｅはｗｗｗへのアクセスだけでなく、Ｅ－

ｍａｉｌ、ＮｅｔＮｅｗｓ、Ｔｅｌｎｅｔ、ＦＴＰなどのサーバー

－ ８３－



へ も制限付きながらアクセ スで きる。また、

日本語の表示 もフォントを指定すれば簡単 に

可 能となっている。いわば、これ １本でイン

ターネ ットの大半を実現できることも大きな

魅力となっている。後に紹介するホームペー

ジもこのＮｅｔｓｃａｐｅで開いた画面である。なお、

使用にあたっては、Ｍｏｓａｉｃはフリーソフトで

あるが、Ｎｅｔｓｃａｐｅは学術研究、教育、非営利

組織の関係者以外は９０日間の評価期間の後は

有料となる。

ｗｗｗの構造を単純に示すと、ＨＴＭＬ（ＨｙｐｅｒＴｅｘｔ

ＭａｒｋｕｐＬａｎｇｕａｇｅ）言語で 作成されたデータ

を 、 リソー スの格納場所を示す統一書式ＵＲＬ

（ＵｎｉｆｏｒｍＲｅｓｏｕｒｃｅＬｏｃａｔｏｒ）で指定する。こ

れをＨＴＴＰ（ＨｙｐｅｒＴｅｘｔＴｒａｎｓｆｅｒＰｒｏｔｏｃｏ１）と

呼ばれるプロ トコルによって転送し、利用者

はｗｗｗクラ イアントソフトのＮＣＳＡ Ｍｏｓａｉｃや

ＮｅｔｓｃａｐｅＮａｖｉｇａｔｏｒなどでブラウズする仕組

みになっている。また、アクセスできるハー

ドはワークステーションはもとより、パソコ

ンで はＭａｃｉｎｔｏｓｈやＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓ（ＰＣ／ＡＴ互換

機）など機種を問わない。

３

接続形態と接続方法

（１）接続形態

インターネットへの接続には以下の４種類

の形態があり、利用者の要求度と経費の許容

度に応じて決められる。

①専用線ｉｐ接続： 専用線を用いてＩＰルータ

（ネットワーク間接続機）を介してネットワー

ク単位で常時接続する。接続されたネット

ワーク内からすべてのサービスが使用可能で

あり、ＦＴＰやｗｗｗなどのサーバを構築して本格

的なインターネットへの参加が可能となる。

ただしＬＡＮの構築、ワークステーションの導

入、専用回線の接続などの環境整備、更に

ＴＣＰ／ＩＰのサポート、機器やＩＰアドレスの管理、

セキュリティの徹底など専門的管理者が必要

となる。接続経費も高く、初期費用５～６万

円、月額基本料はアナログ回線で約１０～２０万

円、デジタル回線なら約２０～１００万円。

②端末型ダイアルアップＩＰ接続： 公衆回線

８４－
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の電話からインターネットプロバイダーに接

続し、通話中のみインターネ ットに接続した

状態となる。各種のサーバーを構築すること

はで きないが、すべてのインターネット上の

サービスの利用は可能である。最近は数多く

のＩＰ接続業者がサービスを安価で開始したた

め、個人でもインターネットに加入するケー

スが急増している。経費は初期費用 ５，０００円

～ ３万円、月額最低料金が約２，０００円～５，０００

円、更に一定使用時間をこえ ると１分あたり

１０～３０円の料金が加算される場合が多い。ま

た、法人の場合、プロバイダーによっては約

倍額になるところもある。更に、アクセ スポ

イントへの電話料金がこれに加わるが、この

秋からＮＴＴでは夜間の固定料金制（テレホーダ

イ）を導入する。

③ＬＡＮ型ダイアルアップＩＰ接続： ネートワー

ク間のＩＰ接続を、専用線ではなく公衆回線を

使う。自動的にダイアルアップ機能を持つダ

イアルアップＩＰル ータを用いる。経費は初期

費用が３～ ５万円、月額最低料金は約５～２８

万円。電話料金もこのほかに必要。

④ＵＵＣＰ接続： 公衆回線を 使用して、定時に

接続しメールの交換やニュースの購読を行う。

少ない経費ですむが、機能に制限があるため

ダイアルアップＩＰ接続の補完的役割になって

きている。なお、接続にはＵＵＣＰ（Ｕｎｉｘ－ｔｏ－Ｕｎｉｘ

ＣｏｐｙＰｒｏｔｏｃｏＤが使用される。料金はダイア

ルアップＩＰ接続とほぼ同等。

この他、最近はＢＢＳ（Ｎｉｆｔｙ－ＳｅｒｖｅやＰＣ－ＶＡＮ、

ＡＳＡＨＩネ ットなどの商用パソコン通信サービ

ス）がインターネ ットとの相互乗り入れサ ー

ビスを開始している。経費は安い ものの、電

子メールやＮｅｔＮｅｗｓなど文字情報をベースと

した サービ スに限ら れる。 なお、イン ター

ネットとパソコン通信の違いを よく聞かれる。

インターネットは複数のサーバーが水平分散

型に接続された、いわばネットワークのネッ

トワークであるのに対して、パソコン通信は

単一 のホスト・サーバーを中心にクライアン

ト同士が通信をおこなう集中管理型のネット

ワークであ る。
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（２）接続方法

インターネットに加入するにあたって、個

人もしくは病院図書室などが独自に、専門家

の力を借りず経費を押さえて接続するには、

上 記接 続形態 のうち（２）の端末 型 ダイアル

アップＩＰ接続がもっとも現実的であろう。院

内でインターネットへの加入希望者が一定以

上の数がある場合は、（３）のＬＡＮ型 ダイアル

アップＩＰ接続が賢明かもしれない。（１）の専

用線ＩＰ接続は理想的ではあるが、費用や人員

人材などの点て、現在の一般総合病院が導入

を理解するならよほど幸せな例だろう。

そこで、端末型ダイアルアップＩＰ接続を例

に、ハード、ソフト、プ ロバイダ ーについて

簡単に説明する。なお、具体的な設定方法は

機種やプロバイダーによって多少異なるので

省略するが難しくはない。いずれも設定ダイ

アロ グボックスを開き、モデムの使用説明書

やプロバイダーの指示に沿ってボタンチェッ

クや必要事項を書き込むだけでよい。最近は

コンピュータ関係の雑誌にインターネットの

関連記事が必ず掲載されるようになった。あ

るいは、書店にはインターネットの解説書が

山積みされているはずである。 また、これら

にはディスクの付録があり接続に必要なアプ

リケーション・ツァイルが収録されているの

で、参照・利用すればよい。私の場合、定本

となったスターターキットを利用した。ｎ）

雑誌では日経ＭＡＣと日経バイトの シリーズ

記事が参考になった。 Ｇ）、７） 最近 はインタ

ーネット専門の商業誌も２～ ３種類発行され

ているので、それを参考にするのもよいだろう。

ハードウェ ア： パソコンとモデ ムでプ ロ

バイダーを介してインターネットに接続する

概念を図２に示した。

パソコンは、ＭａｃｉｎｔｏｓｈとＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓ（ＰＣ／

ＡＴ機あるいはＰＣ－９８）のいずれでもよいが、現

時点（ＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓ９５の出荷前）で は、ＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓ

３．１よりＭａｃｉｎｔｏｓｈの方が接続の設定は簡単だ

と思う。あるいは、ＯＳ／２ Ｗａｒｐ（ＩＢＭ社）は３２

ビット、完全マルチタスクのＯＳとしての魅力

の他に、ボーナスパ ックとしてインターネッ

ト関連のプログラムもバンドルされている。

設定も対話式で容易であり、プロバイダーへ

の申し込みも簡単なため、ＰＣ／ＡＴ機（いわゆる

ＤＯＳ／Ｖマシン）があるならこれを選択するのも

一考だろう。

モデムは、コンピュータのデジタル信号を

電話のアナログ信号に変換して転送し、更に

デジタル信号に変える通信用機器である。な

るべく高速の機種を用意する。私の場合、諸

事情から１４，４００ｂｐｓ（Ｖ．３２ｂｉｓ）のモデムで一応

満足しているが、これから購入を考える場合

は、２８，８００ｂｐｓ（Ｖ．３４／ｆａｓｔ）の高速モデムを選

ぶべきだろう。ただし、普及はまだ十分では

ないためプロバイダーとの相互接続性や回線

事情に影響されることも一応考慮しておく。

機種は各社から発売されているが、実売価格

はおおむね通信速度の単位を円に置き換えた

値段と考えてよい。なお、ＩＮＳ６４などのＩＳＤＮ

デジタル回線を使う場合は、ＴＡ（ターミナル

アダプタ）が必要になる。
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（Ａｎａｌｏｇ．ＩＳＤＮ）

ＩｎｔｅｒｎｅｔＳｅｒｖｉｃｅＰｒｏｖｉｄｅｒ

図２．ダイアルアップｍ接続の模式図

ソフトウェ ア： ソフトはパソコンの機種

によって異なるのですべてをあげることは出

来ないが、私か使っているＭａｃｉｎｔｏｓｈを 例に

紹介する。インターネットのフ ァイル転送は、

ＴＣＰ／ＩＰ（ＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＣｏｎｔｒｏｌ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ／

ＩｎｔｅｒｎｅｔＰｒｏｔｏｃｏＤと呼ばれるＵｎｉｘの世界で

ある。Ｍａｃｉｎｔｏｓｈでは、このＴＣＰ／ＩＰに独自の

プ ロトコルＡｐｐｌｅＴａｌｋをリンクさせるための



ドライバー・プログラムが必要であり、”Ｍａｃ

ＴＣＰ”がそれに当たる。また、モデムを使って

ダイアルアップ接続するための機能拡張ファ

イル”ＰＰＰ”（ＰｏｉｎｔｔｏＰｏｉｎｔ ＰｒｏｔｏｃｏＤ とｐｐｐ

ドライバーを設定するための”ＣｏｎｆｉｇＰＰＰ”が

必要とな る。ＭａｃＴＣＰは、アップ ル社の商品

であるが、最近のＳｙｓｔｅｉｉｉ７．５以 降はバ ンドル

されるようになった。また、先のスターター

キットなどにも収録されているので、これを

購入することで も正 規ユーザーになれる。な

お、ＩＩＪなどの大手 の商業プ ロバイダ ーに加

入すれば、これらの接続に必要なフ ァイルは

提供されているようである。ＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓにつ

いて も基本 的には同 様で あるが、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ

Ｏｆｆｉｃｅ３．０Ｊ（トランスコスモ ス社 定価１９，８００

円）やＩｎｔｅｒｎｅｔ Ｃｈａｍｅｌｅｏｎ（発売元ＩＩＪ 定価

２８，０００円）などを購入すれば接続に必要なプ

ロ グラムは揃う。

次に、アプ リケーショ ンで は何はさておき

先にあげたｗｗｗブラウザのＮｅｔｓｃａｐｅＮａｖｉｇａｔｏｒ

ｌ．ｌＮだろう。Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ、ＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓ、χ－Ｗｉｎｄｏｗ

用にそれぞれの版がある。次に電子 メールソ

フ トでは、フリーウェ アのＥｕｄｏｒａ（日本語版

はＥｕｄｏｒａ－Ｊｌ．３．８）は定番であり、バ イナリ

フ ァイルの添付も可能。他に、Ａｒｃｈｉｅ／ＦＴＰで

はＡｎａｒｃｈｉｅ、ＦＴＰではＦｅｔｃｈ、ＧｏｐｈｅｒではＴｕｒｂｏ

Ｇｏｐｈｅｒ、ＮｅｔＮｅｗｓではＮｅｗｓＷａｔｃｈｅｒ－Ｊ、Ｔｅｌｎｅｔ

で はＮＣＳＡＴｅｌｎｅｔなどの クライアントソフ ト

がある。すべてフリーかシェアウェ アであ る。

更に、インターネ ットではファイルは必ず

圧縮されて保管・転送されるので、解凍・展

開 ソフトが必要になる。すべての圧縮形式 に

対 応 したフ リ ーウェ アＳｔｕｆｆｉｔ Ｅｘｐａｎｄｅｒ

３．５．２は必需品といえる。 また、ｗｗｗで得た各

種フ ォーマットの画像圧縮デ ータを表示で き

るシェアウェ ア ＪＰＥＧＶｉｅｗ３．３ などは重宝 す

るだろう。すべてインターネ ット上で入手で

き、また関連書籍の付録ディスクにもよく収

録 されている。なお、イ ンターネットのＦＴＰ

サーバーからフ ァイルを 入手する場合、いま

あげたようなプログラムファイルは世界各地

のミラーサイトにも置かれているので、国内

－８６－
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のサーバーから入手するのが”Ｎｅｔｉｑｕｅｔｔｅ”

（ネットワーク上でのエチケット）である。

プ ロバイダー： 商業サービスプロバイ

ダーはインターネット専門誌によると全国で

現在約４０機関ある。８） そのうちＳｐｉｎイン

ターネットサービスやｉｎの大手は、ＳＩＮＥＴや

ＷＩＤＥなど国内の基幹学術ネットワークや海外

の大手商業ネットワークとも高速回線で接続

されている。ここからサービスの提供を受け

るリセラーも多い。これらの各プロバイダー

はすべての接続サービスを提供しているわけ

ではなく、料金も先に紹介したように千差万

別である。単純に考えれば料金が安ければよ

いようにも思えるが、実際はそうともいえな

いようである。公衆回線の混み具合やサー

バーのメインテナンス、サービス内容なども

考慮して選ぶべきだろう。特に、電話料金に

大きく影響するので、アクセスポイントがど

こにあるかは重要な要素である。なお、全国

には数十人単位からの非商業プロバイダーも

数多くある。

どのようなプロバイダーがあるかについて

は、先のようなインターネット専門誌にサー

ビス内容、料金、アクセスポイント、問合せ

先などを掲載した一覧表や付録があるので最

新号を参照すればよい。プロバイダーは今後

もますます増加するであろうから、選択の範

囲は更に広がるだろう。参考までに、私か加

入している「インターネットワーク京都」は

年間６，０００円の固定料金で格安ではあるが、

現在、試験運用期間中で京都市民か市内への

勤務・通学者だけが加入できる市営プロバイ

ダーである。試験運用中のためかサーバーの

設定が時々変更されるため、管理者から利用

者あてのＥ－ｍａｉｌに絶えず注意していなければ

ならない。

４

ネットサーフィン

１９９３年のｗｗｗとそのクライアントソフトの

出現はインターネットのシーンを大きく変え

た。マウスをクリックするだけで世界の情報
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を次々と見ることができるようになった。そ

れまでは、複数のアプリケーションを使い、

異なる体系のコマンドを覚え、情報のありか

を探し、ようやく目的の情報に辿りついてい

た。今は例えばＮｅｔｓｃａｐｅＮａｖｉｇａｔｏｒを立ちあ

げれば、モデムを通して自動的にサービスプ

ロバイダーに電話をかけサーバーに接続して

くれる。世界のどこか目的のＵＲＬ（リソースの

位置）を指定すれば、表紙と目次の機能を持

つホームページが自分のディスクトップに現

れる。あとは、絵やホットテキストまたはア

ンカーと呼ばれる文章中の青色かアンダーラ

インの引かれた文字をクリックするだけで、

関連する内容が開いていく。その内容の格納

場所を意識する必要もなく世界中へ飛んで

いってくれる。まるでサーフィンのようだと

のことで、”ネットサーフィン”と呼ばれるそ

うである。

ｗｗｗは、画像や動画、音声も扱えるため、

医学情報には最もふさわしい形式であろう。

そこで、医学情報関係のホームページを中心

に私かアクセスした一部を紹介する。実際は、

モノクロで紹介するのが残念なほど美しいカ

ラーの画像である。また、ここでは紹介でき

ないが呼び出した画像データも臨床上あるい

は教育上、充分に役立つ画質とのことである。

なお、原則的には情報のＵＲＬを”ＯｐｅｎＬｏｃａｔｉｏｎ”

などに書き込んでアクセスするので、参考ま

でにＵＲＬとＥ－ｍａｉｌの標準書式を図３に示した。

ＵＲＬ標 準 書式

Ｓｃｈｅｍ ａ：／／ｈｏｓｔ．ｄｏｍ ｅｉｎ［：ｐｏｒｔ ］／ｐａｔｈ［＃ａｎｃｈｏｒ】［７ｋｅｙｗｏｒｄ】

Ｓｃｈｅｍａｘｈｔｔｐ，ｆｔｐ，Ｇｏｐｈｅｒ．ｎｎｔｐ（ＮｅｌＮｅｗｊ）．Ｔｅｌｎｅｔ．ＷＡＩＳ．Ｗｈｏｉｓ

例えば日本の首 粍］官町のｗｗｗサーバーのＵＲしは．ｈｌ，ｐ：／／ｗｗｗ．ｋａｎｉｅｉ．ｓ・・ｊｐ／ｉｎｄｅ≪・ｊ．ｈ・ｍｌ

Ｅｍａｉｌａｄｒｅｓｓ標’４ｌ書 式

ｕｓｅｒｉｄ＠ｈｏｓｔ．ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ．ｔｙｐｅ．ｃｏｕｎｔｒｙ

ｉ
ｉ
ｌ
ｒ
ｕ

ｌ．

Ｉ ＪＡＰＡＮ

ＣＯ
ｓ

ａｃ 寥
ｏｒ ｓ

ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ

ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ

ｃｏｕｎｔｒｙ 日 本≫１Ｐ

アメリカ ＝ｕｓ（ｎｏｎｓ）

イギリス ＝ｕ＼（

ｎｏｎｐｒｏｆｉｔｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ

ａｍｉｌｉｔａｒｙ

ａｄ ｓｎｅｔｗｏｒｋ

００ ｓｇｏｖｅｒｎｍａｎｔ

ド イツ ＜ｄｅ

フ ラン スｚＩｆ

カナダ・ｃａ

ｇｏｖ ００ ｓ ｇｏｖｅｒｎｍａｎｔ オ ー ス ト ラ リ ア 。 ＢＵ

首 相 官 町 のＥ ｍｉｉｌａｄｒｅｓｓは ． ．ｕ ｎｊｉｌｃａｎ＠ ｋａｎｉｅｉ・ＪＯ・ｊｐ ｉ 子 メ ー ル に よ る ■＼ｔｉ．Ｓｆ“ が で き る 、。

図３．ＵＲＬとＥｍａｉｌａｄｒｅｓｓの標準書式

ｗｗｗでは広大な世界のどこに目的とする情

報があるかを探す水先案内のようなサーバー

がある。ひとつは、地図上で特定の地域から

情報を探す図４のようなクリッカブルマップ

と呼ばれるサーバーがある。更に、ナビゲー

図４．ｔｈｅ ＶｉｒｔｕａｌＴｏｕｉｓｔ：バ ッファロ ー 大学 から提 供 され ているＣｌｉｃｋａｂｌｅＭａｐ。 世 界地

図か ら始 ま り、 地域、 国、 都市 をマ ウス クリ ッ クで 選 びなが ら目 的地 に向 かう。 日

本で は、ＮＴＴがリ ンクし て提 供 してい る。

－８７

ターと呼ばれるサ

ーバーは、カテゴ

リー別に階層構造

で リン ク先が収録

さ れて いる。 図５

のＴｈｅ ＷｈｏｌｅＩｎｔ－

ｅｒｎｅｔ Ｃａｔａｌｏｇ、

あるいはここでは、

医学・生 命科学領

域を 開 いた図６の

Ｙａｈｏｏや図７のＴｈｅ

ｗｗｗＶｉｒｔｕａｌ Ｌｉｂ－

ｒａｒｙは ポピュラー

なサ ーバーになっ

ている。 ここでは

挙げないが、サー

チェ ンジンと呼ば

れるデ ータベ ース

のようなサーバ ー

は、キ ーワードで
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φｏ

Ｌｏｃａｔｉｏｎ：

°＜〉

Ｆｏｒｗａｒｄ温」這
這 」 上 」

ＰｒｉｎｔＩ Ｆｉｎｄ

」 二 」
検索のリクエスト

をすると結果の一

覧が送られてくる。

医学情報もこれら

のナビゲーターか

ら入っていくこと

ができる。以下、

図８のＮＬＭから図２１

のＭＧＨまでアクセ

ス例を紹介する。

．ｃｏｍ／ｗｉｃ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ

ＶｔｉａｉユｓＨｅｖ？＼ＶｈａｔユｓＣｏｏｌ？Ｉ Ｈａｎｄｂｏｏｋ Ｉ ＮｅｔＳｅａｒｃｈｌＮｅｔＤｉｒｇｃｔｏｒり｜ Ｎｅｗｓｇｒｏｕｐｓｌ

脳 Ｗｈ。ｆ，Ｎ。 嘔 恥 旦

娶 Ｃｅ建魯 Ｈｏｔｌｉ５ｔ 早 Ｃｅ建魯 Ａ池ｕｖ．

娶 皿 ＳＪ挺！！ 娶 ＡＵＣａ！ａｌｏｇ。ｔｎ．

ａｂｏｕｔ．ｒｅｓｃａｔ．ｈｔｍｌ

図５．ＧＮＮ（ＧｌｏｂａｌＮｅｔｗｏｒｋＮａｖｉｇａｔｏｒ）：上位レベルのカテゴリーから順次、下のレベ

ルに階層化されて分類が表示される。カルト宗教のサーバーリスト もあった。

図６．Ｙａｈｏｏ：デザインは地味ながら最もポピュラーで、定評あるナビゲーター。

最初は、スタンフォード大学の大学院生がボランティアで提供していた。

８８－
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図７．Ｔｈｅｗｗｗ ＶｉｒｔｕａｌＬｉｂｒａｒｙ：スイスのＣＥＲＮから米国のＷ３．ｏｒｇ（こ移されたナビゲー
ター。この画面は、医学・生命科学分野のリスト。

５

課題と期待

イ ン タ ー ネ ッ ト は 、 あ ら ゆ る 分 野 や 機 関 の

個 人 や 組 織 か ら 情 報 が 平 等 に 提 供 さ れ て い る。

し か も 、 国 境 や 文 化 を 越 え て 自 由 に し か も 簡

単 に 入 手 で き る 。 そ れ ゆ え 、 情 報 の 内 容 に

よ っ て は 国 や 文 化 が 異 な れ ば 新 た な 問 題 が 生

じ る こ と も あ り 得 る 。 例 え ば 、 マ ス コ ミで も

話 題 に な っ たＰｅｎｔｈｏｕｓｅやＰｌａｙｂｏｙの サ ー バ ー

か ら 提 供 さ れ る 一 部 の 画 像 は 、 青 少 年 へ の 教

育 的 見 地 か ら 不 適 切 と す る 向 き も あ る。 余 談

な が ら 、 私 の 病 院 の 一 部 の 医 師 に は 医 学 的 見

地 か ら か（？）人 気 が 高 い 。医 学 情 報 に お い て も、

例 え ば ＮＬＭが 提 供 す る 画 像 デ ー タ や 、電 子 メ ー

ルで の 症 例 の 問 合 せ に つ い て 人 権 や 倫 理上 の 議

論 が 医 学 雑 誌 上 で 起 き て い る 。̈ ）・¨ ）．１：ｉ）１Ｉ）

また、内容が自由であるだけに、膨大な情

報の内容のクオリティについては保証されて

いるとは限らない。更に、情報は閲覧・入手

するだけでなく、だれもが提供できることも

インターネットの特色である。最近はプロバ

イダーが個人用のホームページ欄を設けだし

た。そこで、冒頭のＥｒｈａｒｄｔ－Ｄｏｍｉｎｏらによれ

ば、図書館員の役割も変わるべきだと説く。

つまり、インターネットという広大な情報の

海のなかで、利用者が図書館に求めるものは

次の３点であろうと考える。①自分の情報を

発行するにあだっての技術的援助、②ネット

ワーク上での情報探索における援助、③さま

ざまな情報源のクオリティを見極めるための

知的援助。これらの要求に応えていくことこ

そ、インターネット、情報スーパーハイウェ

イ時代の医学情報図書館の存在理由であると

している。１）

インターネット上で世界のホームページを

開き興味深い情報を見ていくと、極端な言い

方をすれば、英語以外の言語はローカルな方

言のようにも感じるし、紙に印刷された書籍

は古文書のようにも見える。個人的趣味から

すれば一面寂しい気分でもあるだが。とにか

く、現在のマスメディアとは全く別の情報世

－８９－



界、世界的規模のコンピュータ・ネットワーク

の世界が急速かつ着実に進んでいる。しかも

インターネットは柔構造ではあるが核戦争に

備えて出発しただけに、阪神大震災のような

災害時にも力を発揮する強いシステムである。

日本の医学情報においても図書館が大きな

役割を果たしていけるよう環境や人員の早急

な整備が望まれる。現在の病院図書室でもイ

ンターネットへのダイアルアップＩＰなどの接

続だけなら特に難しいわけではない。しかし

ながら、大学等の医学図書館が地域の病院図

書室ヘアカウントの取得や技術的側面などで

協力や援助を提供していただけるなら、更に

心強いものになるだろう。

最後に、札幌医科大学の辰巳治之助教授に

は昨秋、近畿病院図書室協議会の創立２０周年

記念シンポジウムにおいてインターネットに

ついて楽しく紹介していただいた。ここに改

めて感謝申し上げます。なお、文中のコン

ピュータ関連の用語について不明な方は、昨

年本誌に発表した拙稿を参照していただけれ

ば何かの参考になると思います０１５）また、

本稿において事実関係などに誤りがありまし

たら、ご指摘ご指導いただければ幸いです。
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お なじみ。図書館の紹 介、サ ービ ス案内、 オンラ イン・サ ービ ス、人体の画像デー

タなど盛沢山の内容。有料だがＭＥＤＬＩＮＥ検索サービス も提供 されている。
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図９ＮＬＭのサーバーにある医学関連領域のナビゲーション・ページ。世界の医学

情 報リソ ースとしては充分の内容。”Ｂｏｏｋｍａｒｋｓ”に登録しておけ ば、一 発でアクセ

スで きる。ここから、図１０を開いた。
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図１０．Ｊｏｎａｔ】ｉａｎＴｗａｒｄ’ｓの医学分野専門の ナビ ゲーター。’・Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ”と銘打つのが

い かにもＷｅｂサーバーらしい。
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図１１．ＷＨＯ：保健や医療関連のＷｅｂサ ーバーでは必ず紹介される。海外旅行をする

前の注意などがニュースページにあり、■’ＥｂｏｌａＶｉｒｕｓ”について案内 されてい た、図

書館のホームページには文献サービスの案内 もあ る。
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図１２．スタンフォ―ド 大学メディカル・センター：実際の画面は思い切った真紅の

色調でデザ イン も自信に満ちて力強い。ス タンフ ォード閏係のサ ーバ ーはどこ も内

容が充実しているように思う。
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図１３．ス タンフ ォー ド大学 医学 図 書館 のサ ーバ ーにあ った 米国 生化 学 一分子 生物 学

学 会の オンラ イン出 版 の学 会誌。 学 術書 の オンラ イン出 版の 例は 、他 に も医学 雑誌

に紹 介さ れてい る。 】哨
■
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図１４．ハーバード大学医学部のサ ーバ ーにある 脳の 画像データ。ハーバ ード大学関

係 も内容が 充実している ため、私の親しい大学院生はここを拠点の 一つ にしている。
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図１８．医学雑誌町こも紹 介されていた アイオワ大学の”ＴｈｅＶｉｒｔｕａｌＨｏｓｐｉｔａｌ”。医 療を

受ける 側か提供する側かを選ぶ。 この時は４４名の症例検討のペ ージもあ った。
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図１９．図１８の内容の 一部、写真をクリッ クすれば精細な画像を見るこ とがで きる。
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図２０．マサチュ ーセッツ総 合病院神経科で作成している世界の病院Ｗｅｂサ ーバ ーの

リスト。１１９機閲が登録されてい たが、日本からは大阪大学附属病院のみであっ た。

作成者は充実を期して登録を世界に呼びかけ，Ｅｍａｉｌを待っている。ここに限らず

各ホームページでは、情報や意見を受 けとるＥｍａｉｌａｄｒｅｓｓが必ず付いている。
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